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最終製品市場

化学製品のプロセス

キャタラーのフロー合成

フロー合成

メリット・デメリット

◎既存設備で対応できる

× エネルギー消費が大きい

× 廃棄物が多い

× 製品収率が低い

原料
A

原料
B

バッチ合成

生成物

副生
成物

分離

精製

ファインバブルで
触媒反応性大幅向上

原料

原料
触媒リアクター

製品

ファインバブル

ペレット触媒から

ハニカム触媒へ

◎低圧損、高表面積で生産量増加

◎耐粉化性向上で耐久性UP

所在地 (本社) ： 静岡県掛川市千浜7800

(ARK) ： 静岡県磐田市下野部1905-10

設立    ： 1967年5月

資本金   ： 5億5,120万円

主要株主 ： トヨタ自動車株式会社 57 ％

  アイシングループ  40 ％

従業員 ： 単独 1,157人 (2023年4月時点)

  連結 2,618人 (2023年4月時点)

掛川：本社・生産拠点

磐田：ARK (研究開発拠点)

アフリカ

欧州

アジア

国内

北米

タイ
中国
インドネシア
インド

ドイツ (事務所)

チェコ

アメリカ
(事務所・生産拠点)

南アフリカ

静岡県掛川本社に生産拠点、磐田市に研究開発拠点

グローバルに生産８拠点、営業３拠点

グローバルBCM供給体制構築（ISO22301）

自動車用排出ガス浄化触媒の国内シェアトップメーカー

排出ガス浄化触媒事業

次世代車用
電池素材事業

ガソリン車用触媒

ディーゼル車用触媒

二輪車用触媒

汎用エンジン用触媒

燃料電池電気自動車用
電極触媒

電動車両向け
電池用炭素材料

触媒技術で化学反応を自在にあやつる

【電気】

・再エネ調達

（CO₂フリー電気/非化石証書）

・太陽光発電

【ガス】

・技術革新の導入
（アンモニア・水素/CO₂回収）

・設備の電化

・クレジット活用

①メタネーション

②アンモニア

③CO₂施用

④フロー合成

カーボンニュートラル技術

コア技術①

排ガス浄化
技術

コア技術②

環境ケミカル
技術

コア技術③

FC・電池
材料技術

キャタラーのフロー合成

会社紹介

キャタラーのグローバルCN実現シナリオと新技術創成

メリット・デメリット

◎省エネルギー

◎廃棄物が少ない

◎高効率

× 設備導入が必要

1. 特許第6712732号： ファインバブルを用いた反応装置及び反応方法
2. 特許第7243972号： ファインバブルの製造装置及びファインバブルの製造方法



フロー合成なんでも相談

アフターサービス

スケールアップ検討

ご相談

スクリーニング

✓ フロー反応を試してみたい
✓ フロー合成用触媒を探している
✓ スケールアップの検討をしたい
✓ 触媒のことをよく知りたい

お困りごと ございませんか？

ぜひご相談ください

ラボサイズ触媒
(35mL)

導入後もさまざまなニーズにご対応

パイロット評価装置
実機サイズ触媒

(1.2L)

ラボサイズ

実機サイズ

こんな反応が可能です

⚫ベストな条件提示

⚫触媒解析サービス

⚫触媒交換/メンテナンス

⚫予知保全サービス

スクリーニング装置

NO NH2

SOLUTION

担体 活性種

アルミナ系
Pd
Pt
Rh

固体酸性系

固体塩基性系

＜ スクリーニング触媒例 ＞
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